
2023年度　木戸中学校　学校図書館全体計画

・日本国憲法
・教育基本法
・学校教育法
・学習指導要領
・県、市の努力点

関係法令 木戸中学校の教育目標 期待する生徒像

・自分で考え、正しく判断し、
自己決定ができる木戸中生

・人やものと積極的にかか
わり、行動する木戸中生

・地域とともに歩み、地域に
愛される木戸中生

図書館教育の目標

・読書を通じて考えを深め、深い教養を身
に付ける。

・読書を通じたコミュニケーションを図る。
学校経営の重点

創造力を養い　仲間と共に　広く世界をみつめる

「傾聴と受容」の体得
学びの基盤固め

その他

・「学習課題」「まと
め」を明確にした授
業の中で、図書館を
活用した学習を通し
て、思考力・判断力・
表現力を身に付け
る。

・図書を通じて広い
視野と知識を身に付
ける。

・さまざまな資料を
通して道徳的心情を
豊かにし、道徳的実
践力を高める。

・課題の追求・解決
に向け、多様な資料
を活用して学ぶ力を
育てる。

・学習活動を通し
て、学校図書館の利
用の仕方や情報の
活用方法を身に付
ける。

・図書館を活用した
委員会活動の活性
化を図る。

・学級文庫を各教室に
設置し、読書の日常化
を図る。

・学習支援ボランティア
など、家庭・地域と連
携して読書や図書館に
親しむ雰囲気を醸成す
る。

各教科 道徳教育 総合的な学習の時間 特別活動

各領域で期待される図書館教育

指導の重点

第3学年指導の重点

・朝読書を定着させ、読書の習慣を
身に付ける中で読書の楽しさに気づ
かせる。

・学校図書館の利用の仕方につい
て、基本的な知識・技能を身に付け
る。

・幅広い分野において、読書をす
る姿勢を育てる。

・進んで図書館を活用し、必要な
資料や情報を集める力を育て、図
書の特性に気付かせる。

・自己実現や成長のために自ら進ん
で図書を活用する。

・さまざまなメディアと図書を比較し、
図書の特性を効果的に活用する力
を育てる。

第1学年指導の重点 第2学年指導の重点

・生徒が主体的に学べる環境づくり。

・課題に粘り強く取り組むことで、学ぶ楽し
さや成長を実感し、達成感が得られる学習
場面の設定。

・確かな学力
・豊かな心と健やかな身体
・地域連携


